
全国生涯学習ネットワークフォーラム２０１１参加事業
主催者名称 事業の名称 事業趣旨 参加料 開催期間 開催時刻 会場

1
（独）国立青少年
教育振興機構

子育ちを見守るお
父さん講座～父親
と幼児で参加するテ
ンパーク冒険キャン
プ～

子どもとの関わり方や安全な野外活動の仕方を学ぶと共に、父
親の積極的な子育て参画を促す機会とします。

大人
2,100円、
未就学児
1,900円

7月2日(土)～3日
(日)
※1泊2日

-
国立岩手山青少
年交流の家

2
（独）国立青少年
教育振興機構

タートルズキャンプ
～自立支援が必要
な子どもたちのチャ
レンジタイム～

自然体験や集団宿泊等を通して、コミュニケーション能力向上
と個々の目標達成を支援し、自信を持たせます。

小学生
4,320円、
中学生以
上4,360
円

8月7日(日)～9日
(火)
※2泊3日

-
国立岩手山青少
年交流の家

3
木村流・全日本
大正琴指導者協
会

大正琴演奏会
日頃、音楽することの楽しさを大正琴を通して体験している弊
流会員が、各グループによるステージ発表を中心に生涯学習
の学びの心を再確認します。

無料 8月28日(日) 12:30～17:30
東京かつしかシ
ンフォニーヒルズ
アイリスホール

4 三掛け活働
生きかた講座
テーマ「人生を楽し
むために」

各家庭や社会では、親子関係や人間関係が希薄になっていま
す。参加者から参加者自身の暮らし方を発表してもらい、いろ
んな意見(異見)を各自が参考に取り入れ、各家庭・職場(学校)・
地域社会でのつながり(団らんや居場所づくり)を深めていただく
ことを目指します。

1,000円 10月23日(日) 10:00～11:45
世田谷区立太子
堂区民センター
第4会議室

5
（社）日本通信教
育振興協会

第２３回生涯学習奨
励賞表彰式

通信教育の優秀な修了生を対象にした表彰式を実施します。 無料 10月29日（土） 14:00～18:00

主婦会館プラザ
エフ（東京都千代
田区六番町15番
地）

6
(財)日本書道教
育学会

写経と一字書（俯仰
法）を学ぶ

講師・石橋鯉城、佐藤平泉により、書道(写経(細字学習)および
一字書)の講習会を実施します。

1,000円 10月30日(日) 10:30〜16:00
盛岡市民文化
ホール　第２会議
室

7
カラオケ使用者
連盟

全国生涯学習ネット
ワークフォーラム２
０１１カラオケ大会

加盟各店の推薦者によって各地で行われる「地区予選大会」勝
抜者によって日本一を決める決勝大会を実施します。

無料 11月5日（土） 13:00～18:00
盛岡劇場（盛岡
市）

8
(財)生涯学習開
発財団

一人ひとり輝いて活
躍の場やチャンスを
創る－エイジレス人
間の社会参加活動
－

生涯現役で活躍するためには、学びと社会参加が必要な時代
になりました。私たちは自分なりの学習法を身につけ社会や地
域で、または起業などで輝く生き方を探してみませんか。
個別相談会、LL式適性診断も行います。
詳細は　http://www.gllc.or.jp/index.html

無料 11月5日（土） 13:30～16:00
新虎ノ門実業会
館地下1階

9
(学)文化学園　文
化服装学院　生
涯学習部

エコで学ぶ、小物づ
くり、服づくり

震災後、限りある資源の大切さを痛感し、エコやリサイクル、地
域の絆の重要性が再確認されました。文化服装学院生涯学習
通信教育では、学ぶ楽しさや、大切さを感じていただくよう、も
のづくりのスクーリングを開催します。
詳細は　http://www.bunka-fc.ac.jp/other/lifelong.html

無料 11月6日（日） 13：00～16：00 港勤労福祉会館

10
かてい協育研究
会

かてい協育講座（第
１部ワークショップ、
第２部ディスカッショ
ン）

多くの人が、家庭教育の重要性を認めながら、その難しさも感
じています。ワークショップでの楽しい体験や、ディスカッション
での異見交換を通して、「キョウイク」について、いろいろな角度
から考えてみんなで協力して育んでいく「協育」を目指します。

1,000円 11月6日(日) 13:45～16:30
世田谷区立宮坂
区民センター中
会議室

11
（独）国立青少年
教育振興機構

HappyFace ～もり
おかこども病院との
連携事業～

自然体験活動を通し、様々な障害をもつ子どもとその親に対し
て、心身の開放を図ります。

親子２人
で1,440円

①11月12日(土)
②平成24年1月
21日(土)

-
国立岩手山青少
年交流の家

12
琴伝流大正琴全
国普及会

第３０回関東地区大
会

関東地区の大正琴愛好者による大正琴演奏発表会を開催しま
す。
詳細は　http://info.kindenryu.co.jp/?eid=1327864

当日の入
場は無料
(出演料
は2,000
円)

11月18日(金)
府中の森芸術劇
場
(どりーむホール)



主催者名称 事業の名称 事業趣旨 参加料 開催期間 開催時刻 会場

13
日本頭脳スポー
ツ協会

頭脳スポーツふれ
あい体験広場in岩
手

子どもの健やかな成長には、他人とのコミュニケーションを通じ
た「遊び」が欠かせないという考えのもと、伝統的な遊び、かる
た、そろばんなど世界各国の文化にふれたり、お互いを理解協
力することなどを学びます。
http://brain-sports.jp

無料

①12月10日
（土）, 11日（日）
②平成24年2月
25日（土）, 26日
（日）

-

①岩手県陸前髙
田ひかみの園
②岩手県陸前高
田公民館

14
一般財団法人地
球環境振興財団

環境かるた体験会
in岩手

子どもの健やかな成長には、他人とのコミュニケーションを通じ
た「遊び」が欠かせないという考えのもと、子ども達に環境にち
なんだかるたを体験してもらいます。
http://geaf.jp

無料

①12月10日
（土）, 11日（日）
②平成24年2月
25日（土）, 26日
（日）

-

①岩手県遠野市
民館
②宮城県気仙沼
市

15
財団法人長澤科
学育英財団

生涯学習・遊びから
学び塾in岩手

子どもの健やかな成長には、他人とのコミュニケーションを通じ
た「遊び」が欠かせないという考えのもと、子ども達に伝統的な
遊び、習字にそろばん、折り紙などを体験してもらいます。頭脳
スポーツふれあい体験広場ブースにて同時開催。
http://japan-go.jp

無料

①12月10日
（土）, 11日（日）
②平成24年2月
25日（土）, 26日
（日）

-

①岩手県遠野市
民館
②岩手県陸前高
田公民館

16
（財）民俗衣裳文
化普及協会

無料公開講座-女
性文化大学

日本の民俗衣裳である｢きもの｣を後世に継承することを目的と
してしつけの基礎をなす「着付けの実技」を広く一般に公開し、
日本の伝統文化への理解を深めます。

無料
平成24年2月11
日（土）

13:30～15:30
岩手県公会堂
ホール

17
（独）国立青少年
教育振興機構

Peaceful ～盛岡少
年院との連携事業
～

自然体験活動を通して、困難を有する青少年の支援を行いま
す。

無料（野
外炊事の
会は有
料）

通年 -
国立岩手山青少
年交流の家



全国生涯学習ネットワークフォーラム２０１１関連事業

主催者名称 事業の名称 事業趣旨・概要 参加料 開催期間 開催時刻 会場

1
（独）国立科学
博物館

科博NEWS展示「東
日本大震災被災標
本のレスキュー活
動」

東日本大震災被災地でのレスキュー活動や、標本を受け入れて
からの洗浄・修復の作業など、当館が行っている標本レス
キューについて現状を報告します。

大人600円
小中高校
生無料
※常設展
示入館料

6月28日(火)
～12月27日
(火)

国立科学博物館
(上野本館)

2
（独）国立科学
博物館

「恐竜博２０１１」東
北地方応援企画

恐竜博２０１１第二会場において、「東北地方にみる恐竜時代の
仲間たち」として、東日本大震災被災館の首長竜や魚竜などの
重要標本の展示、広がる標本救援や復興支援の活動紹介など
を実施します。

大人1,500
円
小中高校
生600円

7月2日(土)～
10月2日(日)

国立科学博物館
(上野本館)

3
（独）国立青少
年教育振興機
構

岩手　しぜんとあそ
ぼ in テンパーク～
夏キャンプ～

未曾有の大震災に見舞われた東北地方において、心の損傷を
受けた子どもたちの心の復興には、成人以上に長時間の対応
が求められます。避難所生活や仮住まい環境では必要以上の
我慢が強いられこれほどつらい状況はないと察せられます。そ
こで岩手県被災地域の少年少女が悲しみを乗り越える一助とな
るように、県内の諸団体と協働して開催する「野外体験活動」を
企画します。

無料
8月6日(土)～
7日(日)
※1泊2日

国立岩手山青少
年交流の家

4 文部科学省
子ども霞が関見学
デー

子どもたちが親の職場を見学すること等を通して、親子のふれ
あいを深め、広く社会を知る機会とします。
詳細は
http://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kengaku/index.htm

無料
8月17日(水)
　　18日（木）

10:00～16:00 文部科学省

5
内閣府（防災担
当）

防災フェア２０１１

防災に関する展示や体験、楽しく防災を学べるイベントなどを通
じ、災害時の心構えや日頃の備えなど、減災の重要性を広くア
ピールします。
詳細は　http://www.bousai.go.jp/fair2011/

無料
8月20日（土）
　　21日（日）

東京臨海広域防
災公園

6
（独）国立青少
年教育振興機
構

テンパーク広場２０
１１ 親子宿泊体験

国立岩手山青少年交流の家を広く地域に開放し、様々な活動プ
ログラム等を通して、施設の理解と利用の促進を図ります。併せ
て、東日本大震災で被災した岩手県沿岸地域の親子を対象とし
て、各種イベントを盛り込んだ宿泊体験を通して、心身の開放を
目指します。

大人:1,480
円、小学
生:1,450
円、3歳以
上の未就
学児:1,280
円

9月3日(土)～
4日(日)
※1泊2日

国立岩手山青少
年交流の家

7
山口県立大学
附属地域共生セ
ンター

平成２３年度YPU
（山口県立大学）生
涯学習ボランティア
講座

やまぐち桜の森ネットワーク及び有志を対象にした、地域と大学
が連携・協働するための実践活動に取り組む生涯学習ボラン
ティアとしての資質を磨く実践的な講座です。
詳細は　http://www.yamaguchi-pu.ac.jp/index.php?M_ID=11

無料
9月25日(日)
11月12日(土)

10:00～16:00
山口県立大学
6号館F112教室
4号館D14教室

8
（社）日本図書
館協会

第９７回全国図書
館大会多摩大会

本と情報にかかわるすべての人々が一堂に会して、図書館を柱
とする地域社会の活性化を図る議論を進めます。とりわけ東日
本大震災が図書館事業にもたらした甚大な影響、危機管理、復
旧・復興のために計画策定などを重要な柱に位置づけ、研究協
議を行います。
詳細は　http://www.jla.or.jp/rally/tabid/231/Default.aspx

6,000円
10月13日～
14日

　
調布市グリーン
ホール、その他

9
（独）国立女性
教育会館

平成２３年度男女
共同参画のための
研究と実践の交流
推進フォーラム
(NWECフォーラム)

私たちが自らの意思で社会に参画し、新しい地域社会を創出し
ていく上での課題とその解決方法を見出す機会とするとともに、
“研究”“学習”“実践”を結び、女性のエンパワーメントを目指す
交流の場とします。
詳細は
http://www.nwec.jp/jp/program/invite/2011/page03i.html

無料
10月21日(金)
～10月23日
(日)

国立女性教育会
館

10
（独）国立女性
教育会館

平成２３年度NWEC
国際シンポジウム

「災害復興とジェンダー」をテーマとし、アジア・太平洋諸国にお
ける男女平等政策の現状を学び、男女共同参画の視点に基づ
いた災害復興のあり方について議論をおこないます。
詳細は
http://www.nwec.jp/jp/program/invite/2011/page06.html

無料 10月29日(土) 13:00～17:30
独立行政法人国
際協力機構JICA
研究所

11
（独）国立青少
年教育振興機
構

岩手　しぜんとあそ
ぼ in テンパーク ～
秋キャンプ～

未曾有の大震災に見舞われた東北地方において、心の損傷を
受けた子どもたちの心の復興には、成人以上に長時間の対応
が求められます。避難所生活や仮住まい環境では必要以上の
我慢が強いられこれほどつらい状況はないと察せられます。そ
こで岩手県被災地域の少年少女が悲しみを乗り越える一助とな
るように、県内の諸団体と協働して開催する「野外体験活動」を
企画します。

無料
11月5日(土)
～6日(日)
※1泊2日

国立岩手山青少
年交流の家

12
日本生涯教育
学会

生涯学習政策研究
フォーラム
『生涯学習推進に
対する社会の要請
にいかに応えるか
－コミュニティの再
定義と個人の自立
－』

東日本大震災が与えた大きな影響も含めて、これからの社会の
目指す方向を考え、生涯学習推進に対する社会の要請にいか
に応えるかについて登壇者からご提言、ご意見をいただき、フロ
アの方々と討議・意見交換を行います。
詳細は　http://www.j-lifelong.org/

無料 11月6日(日) 13:50～16:20
国立教育政策研
究所社会教育実
践研究センター



主催者名称 事業の名称 事業趣旨・概要 参加料 開催期間 開催時刻 会場

13 文部科学省
地域による学校支
援活動の表彰

学校支援本部事業や放課後子ども教室において、優れた活動
を展開している学校等を表彰します。

無料 11月7日（月） 文部科学省

14
（独）国立女性
教育会館

平成２３年度男女
共同参画交流特別
週間(らんざん交流
ウィーク)

女性団体等が相互に参加者同士の交流や情報交換を行える機
会を提供し、団体のネットワークづくりを支援します。
詳細は
http://www.nwec.jp/jp/program/invite/2011/page07.html

無料
11月8日(火)
～11月11日
(金)

国立女性教育会
館

15
（独）国立女性
教育会館

平成２３年度「男女
共同参画の視点に
立った多様なキャリ
ア形成支援研修」

一人一人が置かれた状況に応じて柔軟にキャリアを設計できる
よう、「複合キャリア」の概念や長期的な視野に立ったキャリア形
成支援プログラムの立案やサポートシステムの構築等について
学びます。
詳細は
http://www.nwec.jp/jp/program/invite/2011/page08i.html

無料
11月16日(水)
～11月18日
(金)

国立女性教育会
館

16 放送大学

東京文京学習セン
ターオープン記念
特別シンポジウム
「生涯学習と地域コ
ミュニティーづくり」

震災をきっかけに、地域コミュニティの本質的な問題と向き合
い、将来の不安を希望に変えることのできる生活の再建、復興
が求められており、持続可能な地域コミュニティづくりと生涯学習
の役割を模索します。
詳細は　http://www.ouj.ac.jp/hp/o_itiran/2011/pdf/231120.pdf

無料 11月20日(日)
14:00～15:30
(予定)

放送大学東京文
京学習センター
多目的講義室

17
和歌山大学
（社）国立大学
協会

大学改革シンポジ
ウム・大震災後の
日本再建と新しい
公共
～今、大学と生涯
学習の役割を問
う！～

人々の支え合いと活気のある社会を創ることに向けたさまざま
な当事者の自発的な協働の場づくりに大学がどう関わるべきな
のか模索します。
詳細は　http://www.life.wakayama-u.ac.jp/page-186.html

無料
11月23日
（水）

13:00～17:00
和歌山大学松下
会館

18
（独）国立青少
年教育振興機
構

リフレッシュキャン
プ《オータム》親子
キャンプ　自然体験
IN　テンパーク ～
心のふるさと岩手
山を間近に感じよう
～

東日本大震災で被災した岩手県沿岸地域の親子を対象として、
賢治も啄木も愛した岩手県民の心のふるさと岩手山を間近に感
じることができるような自然体験をとおして、親子の絆をいっそう
深めます。

大人:3,020
円、小学
生:2,770
円、3歳以
上の未就
学児:2,420
円

11月26日(土)
～27日(日)
※1泊2日

国立岩手山青少
年交流の家

19
（独）国立女性
教育会館

女性情報アーキビ
スト養成研修(入門)

女性アーカイブの具体的な保存技術や整理方法を体系的に学
ぶ最初の一歩として、実務者を対象に、基礎的な情報を提供し
ます。
詳細は　http://www.nwec.jp/jp/archive/archivist.html

無料
12月1日(木)
～12月2日
(金)

国立女性教育会
館

20 東京学芸大学
熟議２０１１ｉｎ東京
学芸大学

子どもたち、そして日本社会全体がさまざまなストレスにさらされ
ている中、未来を築く子どもたちのために、今、私たちができるこ
とは何か？「熟議」をとおして、地域や生活の場に根ざした子ど
もの学びや安全・安心な暮らし、夢を創造していくための課題や
社会・地域の将来像について考える。

無料 12月3日（土） 13:00～17:00

東京学芸大学第
一むさしのホール
（コミュニケーショ
ンホール）

21
（独）国立青少
年教育振興機
構

東日本大震災
「緊急青年ボラン
ティアミーティング
Ⅲ」

東日本大震災からの復興に向けて、現地で活動するボランティ
ア等を対象に、ボランティア活動の中間報告や活動するに当
たっての心構え等について研究協議を実施します。

無料 12月3日(土) 10:30～16:30
国立オリンピック
記念青少年総合
センター

22
（独）国立女性
教育会館

平成２３年度「大学
職員のための男女
共同参画推進研
修」

男女共同参画が推進されるよう、大学・公的研究機関等の意思
決定組織に所属する教職員等を対象として、研修を行います。
詳細は
http://www.nwec.jp/jp/program/invite/2011/page09.html

無料
12月8日(木)
～12月9日
(金)

国立女性教育会
館

23
NPO法人大阪生
涯学習インスト
ラクターの会

フォーラム「震災後
を生きる」～「まな
び」は、天災後に役
立つネットワークを
築けるか？

福島県の子どもたちが北海道で合宿する事業や三重県伊賀市
で被災地とのネットワークを構築している会員の報告に加え、
「では、具体的に、大阪という地域では、どうあるべきか」を、広
域の自治体関係者とともに語り合い求めていきます。

1,000円
平成24年1月
28日(土)

13:30～16:30
ミオホールD室
（大阪市天王寺
区)

24
（独）国立青少
年教育振興機
構

「高校生による防災
会議」

東日本大震災は未曾有の災害を生み、復興には多くの課題を
抱える中、災害ボランティアなどの高校生の活動が注目されて
います。また、阪神淡路大震災を機に学校における「防災教育」
の必要性が叫ばれ、とりわけ東南海自信の脅威にさらされてい
る地域では活発な取組みが見られます。
そこで被災地及び東南海地域から児童生徒を招聘し、「防災活
動」や「災害に強い町づくり」などをテーマとしたフォーラムを持
ち、防災意識のさらなる向上と各地域（学校）の連携強化を図り
ます。

無料。ただ
し食費一人
1,600円は
自己負担

平成24年2月
4日(土)～2月
5日(日)

国立淡路青少年
交流の家
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